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１．団体の経営 

項  目 結  果 

⑴会議の開催  各会議を開催し、組織経営の確立と財政の健全化を進めるた

め、業務執行に関する重要案件を審議・決定した。 

  

➀経営会議  

ア 理事会 ① 令和２年６月 10 日 

 

令和元年度事業報告、令和元年度一般会計・特別会計決算、

令和元年度末支払資金残高の処分、令和２年度一般会計・特

別会計補正予算、評議員会の招集、副会長の選任、北会津保

健センター事業に係る日常清掃管理業務委託契約 

  

 ② 令和２年７月６日 

  令和２年度一般会計補正予算、評議員会の開催（書面審議） 

  

 ③ 令和２年 10 月 19 日 

  令和２年度一般会計補正予算、評議員会の招集 

  

 ④ 令和２年 12 月 21 日 

 
 評議員会の招集、評議員選任・解任委員会委員の選任、令

和２年度事業中間報告 

  

 ⑤ 令和３年３月 15 日 

 

 令和２年度一般会計補正予算、令和３年度事業計画、令和

３年度一般会計・特別会計予算、債務負担行為の設定、評議

員会の招集 

  

イ 評議員会 ① 令和２年６月 24 日 

  令和元年度事業報告、令和元年度一般会計・特別会計決算、

令和元年度末支払資金残高の処分、令和２年度一般会計・特

別会計補正予算 

  

 ② 令和２年７月７日 

  令和２年度一般会計補正予算（書面審議） 
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項  目 結  果 

 ③ 令和２年 10 月 19 日 

  令和２年度一般会計補正予算 

  

 ④ 令和２年 12 月 21 日 

  令和２年度事業中間報告 

  

 ⑤ 令和３年３月 24 日 

 
 令和２年度一般会計補正予算、令和３年度事業計画、令和

３年度一般会計・特別会計予算、債務負担行為の設定 

  

 ウ 監事会 ① 令和２年５月 22 日 

 
令和元年度事業報告、令和元年度一般会計・特別会計決算 

状況 

  

 ② 令和２年 11 月 20 日 

 令和２年度事業中間報告、令和２年度一般会計・特別会計

中間執行状況 

  

➁事業運営委員会  

ア  老人福祉セ

ン タ ー 運 営

委員会 

① 令和２年８月４日（書面審議） 

 令和元年度利用状況、令和２年度事業・予算概要 

 

 ② 令和３年２月５日（書面審議） 

  令和２年度利用状況、令和３年度事業・取組み（案） 

  

イ  ボランティ

ア 基 金 運 営

委員会 

① 令和３年１月 29 日 

ボランティア学園の内容、経費、予算、ボランティア基金

取崩について 

  

 ウ  苦情解決委

員会 

① 令和２年５月 12 日（書面報告） 

令和元年度下半期苦情受付状況 ０件 

  

 ② 令和２年 11 月 13 日  

   令和２年度上半期苦情受付・対応状況 ７件 
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項  目 結  果 

エ  ボランティ

ア 学 園 運 営

委員会 

① 令和２年６月 19 日 

 今後の学園行事について、次年度カリキュラム案について 

 

 ② 令和２年８月７日 

  ボランティアフェスタ、修学旅行の実施について 

  

 ③ 令和２年 10 月 16 日 

  交流会、卒業式の実施について 

  

 ④ 令和２年 12 月４日 

  卒業式開催、次年度カリキュラム内容について 

  

➂事務執行会議  

 ア 経営戦略会

議 

会長、管理職からなる会議を原則月 1 回開催し、事務事業の

評価と事業の調整を行った。 

  

 イ 課長・室長

会議 

原則週１回開催し、新型コロナウイルス感染症予防対策及び

事業の検討・調整を行った。 

  

 ウ 係長会議  必要に応じて随時開催し、情報の共有、事業の検討を行った。 

  

⑵会員の加入促進 ① 会費 

 特別会員については、特別会員加入推進員を任用し、企業、

団体への訪問活動を実施した。 

新型コロナウイルス感染症拡大の状況下で訪問活動も制

限されたため目標には達しなかったが、訪問先の約 25％より

新規加入の協力を頂いた。 

 

 目 標 実 績 達成率 前年度比 

一般 6,941,000 円 7,106,700 円 102.4％ 172,830 円増 

施設 200,000 円 195,000 円 97.5％ 増減なし 

特別 

継続 169 件 148 件 87.6％ 
50 件増 

新規 120 件 71 件 59.2％ 

2,197,000 円 1,795,000 円 81.7％ 230,000 円増 
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項  目 結  果 

 ② 寄附の受納 

   80 件 金額 1,956,626 円 

 （前年度比 49 件減 1,209,679 円減） 

  

⑶役員研修の実施  未実施（新型コロナウイルス感染症予防のため） 

  

⑷経営基盤の強化 ① 「中期財政計画」の進行管理 

 
四半期ごとに収入・支出の推移を分析し、理事会・評議員

会に報告を行った。 

  

 ② 第二次経営改善計画及び地域福祉活動計画の進捗管理 

   法人経営及び事業活動に係る両計画の進捗管理を徹底した。 

  

 ③ 職員定員管理計画の進捗管理 

 

職員の大量退職期を迎える中、策定当時から事業内容も変

化してきていることから、平成 26 年に策定した職員定員管

理計画（～令和５年度）の見直しを行った。 

また、令和３年度新規職員採用試験を実施し、３名（介護

支援専門員２名、介護福祉士１名）を採用した。 

  

 ④ 新規事業の確保 

 
要介護認定調査事業、並びに松長こどもクラブ事業の２事

業を受託し、新規収入源の確保に努めた。 

  

 ⑤ 積立金への計画的な積立 

   施設整備積立金   1,003,944 円 

   事業安定資金積立金 6,601,882 円 

  

⑸広報・啓発事業

の推進 

広報委員会、ホームページ委員会を開催し、掲載内容の充実

と情報発信の強化に努めた。 

 ① 社協だよりの発行（53,000 部） 

   No.176  ６月１日号 

 No.177  ８月１日号 

 No.178  11 月１日号 

 No.179  ２月１日号 
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項  目 結  果 

 ② 桜河苑だよりの発行（2,800 部） 

 No.53  ９月１日号 

 No.54  ３月１日号 

  

 ③ ホームページの活用（随時更新） 

 令和２年 12 月 28 日 

 ホームページのシステムリニューアルを実施 

 ア 新着情報掲載件数  140 件 

 イ １日平均アクセス数 72.9 件 

 ウ 「問い合わせページ」利用状況 10 件 

    内容 緊急小口資金、食料支援、ボランティア、寄附 

  

 ④ フェイスブックの活用（随時更新） 

   投稿件数  111 件 

  

 ⑤ 情報開示の推進 

 
ホームページや｢財務諸表等開示システム｣において法人

の情報開示を行った。 

  ア 事業計画書    公表済 

  イ 予算書      公表済 

  ウ 現況報告書    公表済 

  エ 事業報告書    公表済 

  オ 決算書      公表済 

 カ 定員管理計画   公表済 

  キ 中期財政見通し  公表済 

  ク 地域福祉活動計画 公表済 

  

⑹リスクマネジメ

ントの推進 

① 福祉サービス苦情解決事業 

本会が提供する福祉サービスに対する要望や苦情につい

て適切に対処するとともに、業務改善を行った。また、苦情

解決委員に令和元年度下半期及び令和２年度上半期受付分

の報告を行った。 
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項  目 結  果 

 ア 苦情解決委員 

    古川  晃委員（市民児協所属） 

   小野  修委員（市区長会所属）R2.5.31 まで 

   山野 皓正委員（市区長会所属）R2.6.1 から 

  

 イ 苦情解決委員会の開催 

    年２回 ５月・11 月 

  

 ウ 要望・苦情件数 10 件 

  

 ② 非常時体制の整備 

 ア 会津若松市総合防災訓練への参加 

 新型コロナウイルス感染症予防のため規模を縮小し実施さ

れたが、災害ボランティアセンター設置訓練は中止とした。 

  

 イ 各部署における避難訓練の実施：随時 

  

  

２．総合生活支援事業（生活サポート事業） 

項  目 結  果 

⑴ふれあい福祉

センター総合

生活相談所の

充実 

 各種相談を受け付け、様々な生活課題の解決に向けて本会事業

や他専門機関へ繋ぐ等支援した。 

 一般相談では、新型コロナウイルス感染症の影響による特例貸

付制度が開始されたことに伴い、貸付対象になるかの相談、貸付

期間終了後の生活に関する相談を含め、相談件数が大幅に増加し

た。 

また、生活困窮に陥り生活保護申請に至った方に対してのつな

ぎ資金貸付や、フードバンク（食料支援）に関する相談の増加も

みられた。 

 ① ふれあい相談 

 種 類 開催日数 延件数 前年度比 内 容 

一般 随時 2,978 件 2,400 件増 生活全般コ

ロナ特例貸

付含む 
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項  目 結  果 

 
法律 12 日 57 件 ２件増 

離婚、債務

相談等 

障がい者（児） 随時 10 件 ５件増  

子育て 随時 86 件 45 件減 教育等 

権利擁護 

成年後見 
12 日 10 件 増減なし  

傾聴 144 日 203 件 117 件減 電話･訪問 
 

  

 ② 年末・出前特別相談会（市と協働開催） 

開催日数 ５日 前年度比 同 

連休特別相談会３日開催 

（令和２年５月４、５、６日） 

年末相談会２日開催 

（令和２年 12 月 29、30 日） 

相談件数 １件 前年度比 ８件減 
 

 ※ 出前相談会 未実施（新型コロナウイルス感染症予防の

ため） 

  

 ③ 関係機関連携会議 

   生活困窮者支援のため、市、民生児童委員、地域包括支援セ

ンター、ＮＰＯ団体、ハローワークとの情報提供、情報共有を

行った。 

  

⑵権利擁護支援

体制の推進 

① 日常生活自立支援事業（あんしんサポート事業）（福島県社

会福祉協議会受託） 

 

  判断力が低下した認知症高齢者などの権利を擁護し、地域で

安心した生活が送れることを目的に、福祉サービスの利用や金

銭管理などを支援した。また、利用の状況を踏まえ契約内容を

精査し、成年後見制度へ繋ぐなど支援した。 

 ア 職員の配置 

    担当職員      ２名（前年度比１名減） 

    生活支援員（非常勤）10 名（同 1 名増） 

  

 イ 契約者数  37 名（前年度比 1 名増） 
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項  目 結  果 

 ウ 相談援助件数 

    延 2,792 件（前年度比 1,306 件減） 

    延 672 時間（同 192.5 時間減） 

 
新型コロナウイルス感染症予防対策のため支援回数の見

直しを行った結果、活動時間とも減少した。 

  

 ② 権利擁護・法人後見等に関する研修会参加 ２回 

  

 ③ あいづ安心ネット事例検討会参加     ３回 

  

⑶ 生 活 困 窮 者 等

生 活 自 立 支 援

の推進 

本会の相談事業や関係機関と連動・連携し、課題を抱える世

帯の自立更生を支援するため、資金の貸付を行った。 

① 生活困窮者等への貸付事業 

 ア 社会福祉資金の貸付 

 

貸付件数 １件 前年度比 １件増 

貸付金額   50,000 円 同  50,000 円増 

償還件数 ３件 同   増減なし 

償還金額 50,000 円 同  50,000 円増 
 

  

 イ 生活福祉資金の貸付（福島県社会福祉協議会受託） 

 

緊急かつ一時的に生計の維持が困難になった場合の小口

資金や、高校、大学進学のための教育支援資金等の貸付を

行った。 

貸付件数は減少したものの、教育支援資金における１件

あたりの貸付金額が増加したため、前年度比で増となった。 

 
貸付件数 37 件 前年度比 20 件減 

貸付金額 11,669,000 円 同 3,898,000 円増 
 

  

 〇新型コロナウイルス感染症の影響による緊急小口資金特例貸付 

 
申請件数 908 件 決定件数 878 件 

申請金額 160,650,000 円 決定金額 155,320,000 円 
 

 〇新型コロナウイルス感染症の影響による総合支援資金特例貸付 

 
申請件数 734 件 決定件数 728 件 

申請金額 393,520,000 円 決定金額 390,160,000 円 
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項  目 結  果 

 

貸付の対象とならなかった事例については、一世帯で複数

の方が申請した事例や、通常の生活福祉資金を借入中で償還

が滞っている事例が主な理由であった。 

  また、貸付決定となった方の主な業種は、飲食業、建設・建

築業、宿泊業、運輸業であった。  

  

 ウ 高額療養費の貸付（会津若松市受託） 

 
貸付件数 75 件 前年度比   12 件減 

貸付金額 19,938,292 円 同   984,080 円増 
 

  

 
② フードバンク事業（生協や市民団体との連携による緊急食

料の提供） 

 

受入件数 47 件 前年度比      13 件増 

生協 13 件  セブンイレブン２件

市民団体等       32 件 

提供件数 159 件 前年度比       57 件増 
 

  

 ③ こどもの居場所づくり支援（こども食堂への協力、連携） 

 

  特定非営利活動法人寺子屋方丈舎や任意団体が運営するこ

ども食堂へのボランティアの斡旋、食料品等の提供など協力

した。<歳末たすけあい募金配分> 

 
団体数 件数 助成金額 

３団体 ５件 150,000 円 
 

  

⑷福祉人材センタ

ー協力事業（福

島県社会福祉協

議会受託） 

福祉人材確保対策の充実強化を図るため、求人求職情報の提

供など、地域の実情に応じた人材確保対策の推進を図った。 

① 福祉の仕事相談会 

開催回数 12 回 前年度比 増減なし 

相談件数 18 件 同     ６件増 
 

  

 ② 福祉・介護の職場体験 

 

実施会場 ２ヶ所 前年度比 ２ヶ所減 

実施日数 11 日 同     1 日増 

体験者数 11 名 同     1 名増 
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項  目 結  果 

⑸認知症の人と家

族の居場所づく

りの支援 

① 認知症カフェ支援 

カフェひだまり（認知症の人と家族の会）におけるボラン

ティア学園「あいづっこぜみな～る」との連携は新型コロナ

ウイルス感染症予防のため中止とした。 

  

 ② 認知症カフェ連絡会の運営 

 
  コロナ禍におけるカフェ運営の現状や対策について情報交

換を行った。 

 開催回数 ８回 総会、役員会、のぼり旗制作、情報交換 
 

  

 ③ 河東カフェの開催（俺ん家カフェ） 

 新型コロナウイルス感染症予防対策のため、年 1 回の開催

とした。 

   開催日   10 月 16 日 

   延利用者数 20 名 

  

 ④ 北会津ほたるカフェの開催 

 
令和２年４月より、認知症、子ども、障がい等の有無に関

わらず、誰もが集える交流の場として開催した。 

   開催回数   ５回 

   延利用者数  51 名 

  

⑹新型コロナウイ

ルス感染症対策 

① 緊急小口資金・総合支援資金特例貸付の相談、申請窓口と

して支援を行った。（再掲） 

 

② 新型コロナウイルス感染症支援策（第一次） 

 ア 学業継続支援事業 

  ○ 食料品・食材支援事業 ３件 

  ○ 給付事業（会津大学学生生活支援寄附金への寄附） 

     寄附日 令和２年７月 21 日 

     寄附金額 100 万円 

  イ 就労支援事業（本会臨時職員として雇用） 

    実績   １件 

    就労場所 北会津保健センター 
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項  目 結  果 

 ③ 濃厚接触者に対する支援事業 

   感染者の濃厚接触者（世帯）に対して、市と連携して食 

 料支援を行った。 

   実績 １件 

  

 ④ 次亜塩素酸ナトリウム水の北会津保健センター利用者への 

配布 

令和２年５月 27 日 204 名 480ℓ 

北会津ふれあいネットワークとの協力により実施した。 

 

⑤ マスク・消毒液の配布 

市内障がい者施設、こども食堂へ配布 

マスク：13 か所 700 枚 

消毒液：16 か所 16ℓ 

 

⑥ マスクの募集 

ア 募集期間 令和２年６月７日～８月 31 日 

イ 受領件数 延べ 102 件 

1,984 枚（不織布 915 枚、ガーゼ 348 枚、手 

作り 721 枚） 

ウ 配布先  高齢者福祉施設（主に通所型）37 施設 

  

  

３．地域福祉総合推進事業（ふれあいのまちづくり事業） 

項  目 結  果 

⑴地域福祉活動計

画の進捗管理 

会津若松市地域福祉計画等推進会議における評価・検証等を

踏まえ、市との連携の下、基本理念・基本目標・基本施策を共

有した第２期地域福祉計画、地域福祉活動計画を一体的に策定

した。 

特に、概ね小学校区を単位とした市内 15 地区におけるこれ

までの取組みを総括し、より一層の地域福祉推進に向けた重点

的な取組みの方向性を明確にした。 
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項  目 結  果 

⑵小地域ネットワ

ーク組織化事業

の推進 

地域の支え合い、助け合いの基盤づくりを進めるため「地域

支え合い団体(地区社協)」の組織化に取り組んだが、コロナ禍

の影響により、新たな設立には至らなかった。 

また、各種地域会議に参加し、関係機関との関係づくりを進

めた。 

 ① 既存地区への支援 

 
 ア 東山地区「東山・人と地域をつなぐ会」 

   「つなぐ会だより」の増刊、ご当地クイズ・川柳の募集など 

  イ 北会津地区「北会津ふれあいネットワーク」 

 

あんしんバトン事業配布人数 10 名 

SOS ネットワーク模擬訓練、防災訓練の実施 77 名 

在宅要介護世帯、障がい児者激励品給付事業 23 名 

一人暮らし高齢者おせち料理給付事業 79 名 

一人暮らし高齢者ヤクルト給付事業 77 名 

一人暮らし高齢者支援事業 36 名 
 

  ウ 湊地区「みんなと湊まちづくりネットワーク」 

 
   ＮＰＯ法人化、おでかけふれあいサロン「買い物バスツ

アー」の開催など 

  エ 河東地区「河東ふれあいネットワーク」 

 
   健幸スクール河東校プレ事業の実施、ボランティア普及

事業表彰募集、「かわら版」の発行、備品の貸し出しなど 

  

 ② 会議等への参加 

 

民児協理事会･総会･研修会 15 回 前年度比   ５回減 

地区民児協会議 24 回 同      ３回減 

包括ケア会議 26 回 同      27 回減 

包括ミニケア会議 25 回 同      20 回減 

4 地区定例会、役員会ｲﾍﾞﾝﾄ等 24 回 同      ３回減 

地域支え合い団体（地区社協）

の説明 

３回 既存の地区組織への

説明 

地域づくり協議会への参加 14 回 地区社協の組織化に

向け関係機関会議を

開催 
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項  目 結  果 

⑶高齢者等地域活

動支援の推進 

① ふれあい・いきいきサロン活動支援事業 

  地域の高齢者とボランティアが共同で企画・運営する仲間

づくりの活動に対し、助成金の交付と職員の派遣など活動の

推進を図った。また、コロナ禍における各サロンの開催状況、

活動再開の予定時期、開催再開にあたっての不安点等につい

て調査を実施した。 

  

  〇運営費の助成、レクリエーション用具の貸出、職員派遣 

 

開催箇所 118 箇所 前年度比  １箇所減 

助成金額 2,842,000 円 同    51,000 円減 

講師派遣回数 20 回 同      62 回減 

交流会 新型コロナウイルス感染症予防対策

のため中止 地区交流会 
 

  

 ② 空き家等を活用した支え合い拠点認定制度の実施 

   申請件数 ：１件（前年度比 増減なし） 

   認定件数 ：１件（同 増減なし） 

  

 ③ 一人暮らし高齢者会食会事業 

 
民生児童委員協議会単位：７地区とも未実施（新型コロナ

ウイルス感染症予防のため） 

  

 ④ 高齢世帯交流会の開催 

 未実施（新型コロナウイルス感染症予防のため） 

  

 ⑤ 福祉台帳及び緊急連絡カード配備事業 

 
  民生児童委員と協力し、要支援者の実態把握と緊急時にお

ける対応を支援した。 

   緊急連絡カード新規 若松 157 件 河東５件 

  

⑷福祉実習生の受入 社会福祉士実習 １名 前年度比 増減なし 

介護福祉士実習 ２名 同     １名増 
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項  目 結  果 

⑸福祉団体育成・

支援事業 

社会貢献活動を行う９団体に対し、活動費の助成や運営を支

援した。 

 

団 体 名 助成金額 

会津若松市区長会 506,000 円 

会津若松市民生児童委員協議会 400,000 円 

会津若松市各方部民生児童委員協議会 2,315,700 円 

会津若松市老人クラブ連合会 100,000 円 

会津若松身体障がい者福祉会 70,000 円 

認知症の人と家族の会福島県支部会津地区 50,000 円 

会津若松更生保護女性会 70,000 円 

会津若松市保育士会 0 円 

会津若松市保育所連合会 100,000 円 

会津若松市保育所保護者連合会 0 円 

福祉ボランティアサークルひまわりの会 100,000 円 

会津若松市子どもまつり実行委員会 0 円 

合  計 3,711,700 円 
 

  

⑹福祉バス運行事業 運行日数 20 日 前年度比  60 日減 

延利用団体数 20 団体 同    58 団体減 

延利用者数 268 名 同    525 名減 
 

  

⑺奉仕銀行設置運

営事業 

寄附物品の受入と払出を行った。 

受 入 157 件 前年度比 71 件増 

払 出 157 件 同     71 件増 
 

主な物品：マスク、食料品、タオル、雑貨など 
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４．ボランティア事業 

項  目 結  果 

⑴会津若松市ボラ

ンティア学園事

業 

地域住民がボランティア活動を身近に感じ、気軽に参加でき

る環境を整備するため、学園を通して情報の積極的発信や集約

化、相談窓口の充実、人財育成、広報・周知を行った。（開校３

年目） 

 ① 受講者 

   延人数 76 名 卒業 55 名 （前年度比７名減） 

   実人数 64 名 卒業 48 名 （同５名減） 

  

 ② 開催状況 講座回数 55 回（前年度比 10 回減） 

 

講 座 名 回数 定員 受講者 

初等課程 ９回 20 名 ８名 

地域ボランティアリーダー養成学科 ８回 15 名 ６名 

傾聴ボランティアぜみな～る基礎編 ８回 15 名 19 名 

傾聴ボランティア養成学科応用編 ７回 15 名 11 名 

認知症サポート・介護予防ぜみな～る ７回 15 名 13 名 

あなたも「アイ・アム・サム」 

ぜみな～る 
７回 15 名 10 名 

あいづっこぜみな～る ９回 15 名 ９名 
 

  

 ③ 行事 

 
入学式、ボランティアフェスタ、修学旅行、全体交流会は

新型コロナウイルス感染症予防のため中止した。 

  〇 卒業式 

    令和３年３月 14 日、２回に分けて開催 

  

⑵ボランティアマ

ッチング事業 

ボランティア活動、市民活動の周知・啓発、人材養成、相談

業務、マッチング事業に取り組んだ。 

 ① コミュニケーションサービス「あいべあ」の登録 

   ボランティア学園生を対象に登録を推奨し、ボランティア 

 情報の発信を行った。 

   ３名登録（前年度比 30 名減） 
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項  目 結  果 

 ② 相談・マッチング 

 
相 談 件 数 1,819 件 前年度比  85 件増 

コーディネート数 257 回 同    260 回減 
 

  

⑶自分発見ボラン

ティア事業 

 高校生・専門学校生・大学生を対象に、ボランティア活動を

通して、自分自身の生き方や人間や社会を見つめる目を育む機

会として、みんなで支え合う福祉のまちづくりに寄与すること

を目的に実施した。 

 

時 期 令和２年７月～令和３年３月 

受入施設 11 施設（前年度比 19 施設減） 

参加者数   53 名（前年度比 17 名減） 
 

  

⑷除雪ボランティ

ア事業 

 地域で支え合うつながりづくりを目的に、地域住民やボラン

ティアによる要援護世帯への除雪活動（市より受託の間口除雪

も含む）を支援した。 

 ① 地域ぐるみ除雪ボランティア 

   組織地区数 87 地区 （前年度比２地区増） 

   登録者数  748 名 （同１名増） 

   除雪回数  5,846 回（同 5,508 回増） 

  間口回数  4,332 回（同 4,113 回増） 

  

 ② スノーバスターズ（全市対応） 

   登録者数  239 名（前年度比 20 名増） 

   除雪回数  140 回（同 140 回増） 

 

  活動感謝ポイント制度「ありがとね」の運用を開始した。 

  登録時、また活動１回につき１ポイントを付与し、３ポイ

ントから交換できる制度としたが、予定が合わず活動ができ

ない方も多かったため、発行数に対し交換実績は少ない結果

となった。 

   発行数 67 件分  交換数 10 件分 

  

⑸ボランティア活

動支援の充実 

① ボランティア活動保険の加入促進 

  加入者数 2,816 名（前年度比 397 名減） 
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項  目 結  果 

 ② ボランティア活動機材の貸出 

 機器種類 14 種類 

   車いす、白杖、アイマスク、高齢者疑似体験セット、テン

ト、レクリエーション用具、点字板、鍋・釜、ポータブルト

イレ、スクリーン、ベッド、誘導棒、ブルーシート、発電機 

   総貸出件数 49 件（前年度比 67 件減） 

  

⑹企業の社会貢献

活動への支援 

① ヤクルト愛の訪問活動 

  85 歳以上の単身世帯への週１回の安否確認事業に対し、連

絡調整等の支援を行った。 

   利用者数 600 名（前年度比 99 名減） 

  

 ② 電気点検・清掃ボランティア活動 

   未実施（新型コロナウイルス感染症予防のため） 

  

⑺生活支援相談員

配置事業（福島

県社会福祉協議

会受託） 

 生活支援相談員３名を配置し、被災者・避難者の生活復興の

ため支援を行った。  

活 動 内 容 回数等 前年度比 

個別訪問活動 225 回 468 回減 

サロン・交流会参加 14 回 14 回減 

研修会・会議等 37 回 ６回減 

サロン開催 10 回 ６回増 

訪問世帯 205 世帯 ３世帯減 
 

  

⑻障がい者支援セ

ンターカムカム

ボランティア事

業 

 ボランティア相談及び派遣窓口を担い、障がい者の地域生活

を支援した。 

① 相談・マッチング 

相談件数 907 回 前年度比 1,504 回減 

支援件数 420 件 同      853 回減 
 

 
※ 新型コロナウイルス感染症の拡大により、ボランティ

ア活動の要請が自粛傾向となった。 
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項  目 結  果 

 ② カムカムボランティアポイント事業 

 障がいの程度に関わらず、誰でもボランティア活動に参加

しやすい環境を作り、障がい者の社会参加を促すとともにボ

ランティアのすそ野を広げる取り組みとして事業を実施した。 

 参加者 95 名（前年度比 47 名減） 

 （うち障がい者 37 名（同３名増）） 

  

⑼福祉教育の拡充 ① 出前福祉体験教室 

   小・中学校障がい理解促進事業出前講座として、幼い時か

ら福祉の心を育むため、福祉施設・教育機関・ボランティア・

関係団体と連携した福祉教育の推進に取り組んだ。 

また、障がいをもった利用者への対応について、要請のあ

った企業に出向き、車いすや白杖の体験教室を行った。 

 回 数 29 回（前年度比４回増） 

場 所 

９校（一箕小・東山小・城北小・行仁小・謹教小・

城西小・河東学園小・北会津中・会津学鳳中） 

１企業（ＪＲ運輸区） 

内 容 
６講座 疑似体験・車いす・白杖・点字・手話・障

がい者スポーツ体験（ボッチャ） 
 

  

 ② サービスラーニング（児童生徒を対象とした地域貢献学

習）の研究 

 
  社会活動を通じた福祉学習という新たな福祉教育の手法

について、教育委員会や小学校との協議を行った。 

  

⑽災害ボランティ

アセンター支援

体制の強化 

① 災害ボランティアセンター運営マニュアルの見直し 

新型コロナウイルス感染症の拡大を受け、感染症に配慮し

た災害ボランティアセンターの運営に関するマニュアルを作

成し、市関係部署との協議を行った。 

 ② 災害協定の締結 

   令和３年２月 24 日、ライオンズクラブ国際協会 332-Ｄ地

区と災害時における協力協定を締結した。 
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５．いきいき健幸長寿事業 

項  目 結  果 

⑴老人福祉センタ

ー運営事業 

① 利用状況 

新型コロナウイルス感染症予防のため、令和２年４月１日

～９月 30 日まで休館（一部の講座・クラブは７月１日より再

開）とし、10 月１日より感染症対策を行ったうえで通常利用

を再開した。 

 開 館 日 数 211 日 前年度比  68 日減 

年 間 目 標 延 6,354 名 達成率   87.7％ 

利用 

者数 

男性 延 2,102 名 前年度比 6,770 名減 

女性 延 3,470 名 同    8,059 名減 

合計 延 5,572 名 同   14,829 名減 

1 日平均利用者数 26.4 名 同    46.7 名減 

健 康 相 談 延 795 名 同    2,107 名減 

ヘルストロン利用 延 303 名 同    1,523 名減 
 

 ア 祝日の開館 

勤労感謝の日 利用者 20 名 

（みどりの日及び敬老の日は休館中のため未実施） 

 イ 無料デーの開催 

 ○ 11 月 23 日 利用者 20 名 

 ○ １月 31 日   同   16 名（豆まき、大正琴演奏会） 

 ○ ３月 26 日  同  42 名（手づくり雑貨教室） 

  

 ② 講座等開催状況 

 ア 主催講座 

 講 座 名 回数 延人数 前年度比 

籐手芸 12 回 212 名 106 名減 

手芸 12 回 105 名 55 名減 

社交ダンス ８回 89 名 43 名減 

華道 14 回 214 名 39 名減 

スポーツ民踊 ８回 83 名 134 名減 

ちぎり絵 13 回 81 名 58 名減 

書道 45 回 370 名 115 名減 

水墨画 26 回 162 名 99 名減 

カラオケ教室 ０回 ０名 1,412 名減 
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項  目 結  果 

 イ 自主クラブ 

 

ク ラ ブ 名 回数 延人数 前年度比 

卓球 24 回 194 名 1,093 名減 

太極拳 17 回 177 名 109 名減 

創作舞踊 ９回 38 名 106 名減 

細字・実用書 20 回 202 名 285 名減 

パソコン 47 回 472 名 57 名減 

レク・ダンス 20 回 252 名 1,461 名減 

日舞 15 回 44 名 44 名減 

折り紙 19 回 189 名 120 名減 

絵手紙 18 回 183 名 16 名減 

パステルアート ９回 98 名 79 名減 

長生き（息）健康ヨガ 12 回 55 名 215 名減 

愛サークル 10 回 78 名 40 名減 
 

  

 ウ その他 

 

事 業 名 回数 延参加者数 備 考 

出前講座 １回 10 名 健康講座 

単発講座 ７回 62 名 初めてのスマホ教室等 

季節の行事 ３回 60 名 団子さし、コンサート等 
 

  

  エ 介護予防事業との連携 

 

事 業 名 回数 参加者数 

いきいきわくわく介護予防教室 40 回 422 名 

会津木綿ミシン教室 15 回 50 名 

スクエアステップ 18 回 121 名 

テーブルゲーム大会 １回 ８名 

ワイワイスポーツ １回 12 名 
 

  

⑵介護予防事業 ① 希らら健幸教室事業 

 

  介護認定を受けていない高齢者に対し、地域包括支援セン

ターや関係機関と連携し、地域で継続して生活できるよう介

護予防運動や知識の普及・啓発を行った。 
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項  目 結  果 

 ア 地域サロンでの講師（講話・運動など） 

    51 回（９月～）（前年度比 116 回減） 

 イ きたあいづスポーツクラブでの運動指導 

 13 回（前年度比４回減） 

  ウ スクエアステップ教室 

    18 回 121 名 （前年度比３回減、223 名減） 

  エ 市や地域包括支援センターからの講師依頼 

    10 回（前年度比 10 回減） 

  オ その他（希ららを活用した教室） 

    17 回 70 名（前年度比７回増、５名減） 

  

 
② 一般介護予防事業（いきいきわくわく介護予防教室・会津

若松市受託） 

 
新型コロナウイルス感染症予防のため８月より開催し、感

染症対策を行ったうえで介護予防と健康増進に取り組んだ。 

 

老人福祉センター 
５コース 40 回 前年度比 ４回増 

延参加者数 422 名 同    242 名減 

湊地区 
１コース ８回 同   増減なし 

延参加者数 69 名 同    4 4 名減 

北会津地区 
３コース 24 回 同    ３回増 

延参加者数 280 名 同    44 名減 

河東地区 
３コース 24 回 同    ５回増 

延参加者数 299 名 同    37 名増 
 

  

⑶会津若松市健幸

スクール事業 

希らら校の令和３年４月開校に向けて準備を進めた。 

 

  

⑷北会津保健セン

ター事業（指定

管理事業） 

 地域住民の保健・福祉増進を図るため「健康と交流」をコン

セプトとした企画に取り組んだが、新型コロナウイルス感染症

予防による休館（35 日休館）、冷暖房の改修工事（15 日休館）、

サウナ使用禁止などの影響により利用者減となった。 
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項  目 結  果 

 ・企画 

 事 業 名 回数 延利用者数 前年度比 

サロン応援企画 18 団体 249 名 218 名減 

フィットネススクール 11 回 91 名 58 名減 

キッズ広場 登録 53 名 385 名 12 名増 
 

 

 キッズ広場利用者に付与したポイントを換算し、市子どもま

つり実行委員会に 37,300 円の寄附を行った。 

 

・保健センター 

 

開 所 日 数 218 日 前年度比  24 日減 

年 間 目 標 42,000 名  

延利用者数 32,179 名 目標達成率 76.6％ 

１ 日 平 均 147.6 名  
 

 ・保養施設 

 

開 所 日 数 264 日 前年度比  51 日減 

年 間 目 標 38,000 名  

利 用 者 数 27,708 名 同   9,775 名減 

１ 日 平 均 104.9 名 同     14 名減 
 

  

  

６．子育て支援事業 

項  目 結  果 

⑴湊しらとり保育

園の運営（指定

管理事業）  

 子どもたちの健やかな育ちのために、個々の発達に応じた保

育活動（幼児英語保育、食育、体力向上）や子育て支援に努め、

新型コロナウイルス感染症対策を行ったうえで、湊小中学校・

地域施設団体との交流も行った。 

また、令和３年度から令和７年度までの指定管理を受けた。 

 ① 保育日数 290 日（前年度比５日増） 

 ② 登録園児数 

 
年齢 園児数 前年度比 

0 歳児 ３名 ４名減 
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項  目 結  果 

 

１歳児 10 名 ６名増 

２歳児 ４名 ８名減 

３歳児 11 名 ５名増 

４歳児 ５名 ７名減 

５歳児 11 名 ２名減 

合計 44 名 10 名減 

 

  

 ③ 利用者数 1 日平均 33.6 名（前年度比 6.5 名減） 

  

 ④ 主な事業 

 ア 幼児英語保育 

 ４・５歳児を対象とした幼児英語教室を実施した。 

 ６～12 月 月２回 計 14 回 

 イ 食育 

 
地元の野菜を使用した給食の提供及び子どもたちが畑づ

くりを行い、収穫物を給食として提供した。 

 ウ 体力づくり 

 
毎日の活動の中で、必ず体操や身体を動かす時間を設け、

体力向上に努めた。 

 エ かたりべを聞く 

 
地域の方による方言を使った昔話を聞き、言葉に対する

興味関心を深めた。 

 ５～２月 月１回 計 10 回 

 オ 地域交流 

 湊中学校、地域施設との交流を図った。 

 
湊地区社協で実施した「走る美術館」に参加し、園児達

の描いた絵をみなとバスに展示した。 

  

 ⑤ 乳児家庭全戸訪問事業（会津若松市受託） 

 

湊地区における対象家庭を訪問し、乳児や保護者の心身の

状況、養育環境の把握、育児に関する不安や悩みに対する相

談等、早期からの子育て支援に取り組んだ。 

 訪問世帯数 ４世帯（前年度比増減なし） 
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項  目 結  果 

⑵放課後児童健全

育成事業（会津

若松市受託） 

地域施設・団体との交流を図りながら、労働等により昼間保

護者が家庭にいない小学生に対し、放課後における遊びや生活

の場を提供した。 

  

 ① 湊こどもクラブ（湊小学校内） 

  ア 年間開所日数 263 日（前年度比２日増） 

 イ 登録児童数 

 

学年 児童数 前年度比 

１年 ５名 ２名減 

２年 ５名 増減なし 

３年 ４名 増減なし 

４年 １名 ３名減 

５年 ３名 ２名増 

６年 １名 １名増 

合計 19 名 ３名減 
 

 ウ 利用者数 １日平均 14.1 名（前年度比 0.2 名減） 

 エ 主な事業 

 ボランティア学園事業へ参加し、学園生との交流を行った。 

  

 ② 松長第一こどもクラブ（松長コミュニティセンター内） 

 ア 年間開所日数 292 日 

 イ 登録児童数 

 

学年 児童数 

１年 10 名 

２年 17 名 

３年 11 名 

４年 ４名 

５年 ７名 

６年 ０名 

合計 49 名 
 

 ウ 利用者数 １日平均 33.5 名 
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項  目 結  果 

 ③ 松長第二こどもクラブ（松長小学校内） 

 ア 年間開所日数 292 日 

 イ 登録児童数 

 

学年 児童数 

１年 12 名 

２年 10 名 

３年 ４名 

４年 ２名 

５年 ５名 

６年 ４名 

合計 37 名 
 

 ウ 利用者数 1 日平均 22.7 名 

  

 〇 松長こどもクラブ合同事業 

 よさこいスポーツ教室 

 よさこいを通して、集団行動と支え合いの心の育成に努めた。 

   10 月～12 月の毎月第３水曜日  

  

⑶会津通園訓練セ

ンターたんぽぽ園

の運営 

障がいのある児童に対して、基本的動作の習得及び集団生

活が送れるよう指導・訓練を行いながら、園庭を利用した畑

づくりなど、施設の特性を生かした事業展開に努めた。 

 午前：児童発達支援（未就学児） 

 午後：放課後等デイサービス（小学生から高校生） 

 

開所日数 243 日 前年度比  ３日増 

目標/日 

午 前 １名 目標達成率 27.1％ 

午 後 ９名 同     9 2 . 5％ 

合 計 10 名 同     9 1 . 2％ 

延利用人数 

午 前 13 名 前年度比  17 名減 

午 後 2,441 名 同    133 名増 

合 計 2,454 名 同    116 名増 

稼働率 100.9％ 同    3.5％増 

1 日平均 
午 前 0.1 名 同    増減なし 

午 後 10.0 名 同    0.4 名増 
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項  目 結  果 

 

 ア 児童発達支援センター事業に向けた定例会の開催 

 イ 施設の環境整備 

 ウ 障がい者雇用に係る会津支援学校との連携 

 エ 施設開放事業の準備と周知 

 オ 作品展示会への参加（文化センター・会津若松駅） 

  

 〇 タイムケア事業（日中一時支援事業） 

 
障がいのある児童を早朝や夕方の時間帯を中心に一時預

りすることにより、家族の就労等の支援を行った。 

 受託先：会津若松市、喜多方市、会津美里町、会津坂下町 

 

開 所 日 数 243 日 前年度比  ３日増 

目 標 / 日 ９名 達成率   4 1 . 1％ 

延利用人数 903 名 前年度比 110 名増 

稼 働 率 41.3％ 同    増減なし 

1 日 平 均 3.7 名 同    0.4 名増 
 

  

⑷未来きぼう応援

金事業 

ひとり親世帯等の高等学校等進学を支援するため、教育サポ

―ト基金を活用し支援した。 

 
交付件数 38 件 前年度比 14 件減 

交付金額 1,900,000 円 同  700,000 円減 
 

  

  

  

７.障がい福祉サービス事業 

項  目 結  果 

⑴障害児童通所支

援事業 

（再掲） 

  

⑵障がい者支援セ

ンターカムカム

ボランティア事業 

（再掲） 
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項  目 結  果 

⑶障がい者日常生

活支援事業 

自立した日常生活や社会生活が送れるよう身体介護、家事援

助の支援を行い、在宅生活の継続を援助した。新型コロナウイ

ルス感染症の影響により利用休止の増加、また、重度訪問介護

においては利用者の施設入所により、11 月より利用がなかっ

た。 

 ① 居宅介護事業 

 延利用者数 439 名 前年度比 60 名減 
 

  

 ② 重度訪問介護事業 

 延利用者数 ７名 前年度比 ５名減 
 

  

 ③ ガイドヘルパー派遣事業 

 
  契約者数の変動は少ないが、外出による体力向上を目標

とした利用回数が増加した。 

 
契 約 者 数 17 名 前年度比 １名増 

延利用回数 404 回 同    58 回増 

 

  

  

  

８.在宅サービス推進事業 

項  目 結  果 

⑴要介護認定調査

事業（会津若松市

受託） 

 要介護・要支援の認定申請者に対する訪問調査を行った。 

 事業開始時点の調査予定件数に対し、調査予定者の身体状況

の悪化等を理由として、市からの依頼件数は減少した。 

 調査依頼件数 985 件 

調査実績件数 981 件 

実施率 99.6％ 

当初予定件数 1,400 件 

当初予定達成率 70.1％ 
 

  

⑵北会津保健セン

ター事業 

（再掲） 
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項  目 結  果 

⑶会津若松市河東

地域包括支援セ

ンターの運営(会

津若松市受託） 

地域住民の健康保持及び生活安定のために必要な助言を行

い、保健医療の向上と福祉の増進を包括的に支援し、高齢者の

虐待防止や認知症高齢者に対する事業を実施した。また、問題・

困難ケースを支援するため、ケアマネジャー等と連携した。 

新型コロナウイルス感染症予防対策のため、地域での介護予

防教室等の集まりの場は一度の参加者数を減らすなど工夫し

て開催するなど、地域でのつながりづくりと介護予防に努め

た。 

 相談対応 5,001 件 前年度比 581 件減 

介護支援専門員等指導 148 件 同     21 件増 

河東圏域包括ケア会議 

等開催 
５回 

同     ６ 回 減 

うち 

包括ケア会議  

河東地区協議体３回 

ミ ニ ケ ア 会 議 １ 回 

個 別 ケ ア 会 議 １ 回 

高齢者福祉相談員定例会

（河東）開催 
３回 前年度比  １回減 

介護予防教室 
開催回数 14 回 同     11 回減 

延参加者数 148 名 同    210 名減 

oraHo 体操 ク

ラブ 

開催回数 94 回 同     13 回増 

延参加者数 473 名 同    274 名減 

家族介護者交

流会事業 

開催回数 ３回 同    増減なし 

延参加者数 34 名 同     22 名増 

認知症サポー

ター養成講座 

開催回数 ２回 同     ２回減 

延参加者数 43 名 同     15 名減 
 

  

 〇 介護予防ケアマネジメント事業 

 （会津若松市受託事業：第１号介護予防支援事業） 

 介護が必要な状態になることを予防するため、事業対象

者、要支援１・２の方々に対して、適切な介護予防・生活支

援サービスが提供されるよう支援を行った。 

 年 間 目 標 852 名 目標達成率 105％ 

延利用者数 898 名 前年度比  53 名増 
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項  目 結  果 

⑷訪問介護サービ

ス事業 

 新型コロナウイルス感染症の拡大による不安から、サービス

利用の自粛傾向が見られたが、対策を行ったうえでサービス提

供に努めた。 

 ① 訪問介護サービス 

 延利用者数 1,448 名 前年度比 31 名減 
 

  

 ② サポートサービス（自費サービス） 

 
契約者 延利用金額 サービス時間数 前年度比 

８名 197,500 円 89 時間 45 分 53％増 
 

  

⑸居宅介護事業 （再掲） 

  

⑹重度訪問介護事業 （再掲） 

  

⑺ガイドヘルパー

派遣事業 

（再掲） 

⑻居宅介護支援事業  利用者である要介護者や家族の意向に沿った居宅サービス

計画を作成し、利用者が可能な限りその居宅において、その有

する能力に応じた自立した日常生活を営むことができるよう

支援した。 

新型コロナウイルス感染症の影響で介護サービスを利用し

なかった方も多く、居宅介護支援の収入にならず、また利用者

の重度化により施設入所や入院に至る利用者も多かったため

利用者減少となった。 

 

年 間 目 標 1,239 名 目標達成率  97％ 

延 利 用 者 数 1,208 名 前年度比  31 名減 

住宅改修支援 ０件 前年度比    同 
 

  

⑼介護予防支援事業  介護が必要な状態になることを予防するため、要支援１・２

の方に対して、適切なサービスが提供されるよう支援を行っ

た。 

 

年 間 目 標 396 名 目標達成率  11 8％ 

延 利 用 者 数 468 名 前年度比  63 名増 

住宅改修支援 １件 前年度比  １件減 
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項  目 結  果 

⑽通所介護事業  要介護状態にある高齢者に対して、通所による各種サービス

を提供し、心身の機能維持を図り、利用者の孤立感を和らげ、

その家族の身体的、精神的な負担の軽減、自立した日常生活を

営めるよう動作訓練等援助を行った。 

  

 ① 北会津デイサービスセンター 

 

通常通所介護事業（１日）については、新型コロナウイル

ス感染症の影響による利用控え、施設利用者の退所延長等の

理由により上半期稼働率 93.7％であったが、下半期稼働率は

95.1％と回復した。 

緩和デイサービスについては、通常通所介護事業（１日）

へ移行し減員になった。現利用者や一人暮らし高齢者支援事

業利用者への声かけを行いながら、サービス提供に努めた。 

 ア 通常通所介護事業（定員 28 名） 

 

開 所 日 数 308 日 前年度比   １日減 

年 間 目 標 8,250 名 目標達成率  98.7% 

延利用者数 8,143 名 前年度比  129 名減 

稼 働 率 94.4％ 前年度比  1.2％減 

1 日 平 均 26.4 名 同     0.4 名減 
 

  

 イ 緩和通所介護事業（定員 15 名） 

 

開 所 日 数 144 日 前年度比  12 日増 

年 間 目 標 1,620 名 目標達成率  86.5% 

延利用者数 1,402 名 前年度比  35 名増 

稼 働 率 64.9％ 同     4.1％減 

1 日 平 均 9.7 名 同     0.6 名減 
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項  目 結  果 

 ② 河東デイサービスセンター 

   通常通所介護事業（１日）については、新型コロナウイル

ス感染症対策により２日間休館し、また下半期には集団生活

での不安を訴える利用者もあり、利用者数が落ち込む結果と

なった。 

感染症予防対策マニュアルの見直しを行うとともに、安心

して利用して頂けるよう環境整備に努めた。 

緩和デイサービスについては、途中一日デイサービスへの

移行もあったが、根本である自立支援が維持できるようサー

ビスを提供し地域包括支援センターと連携を図った。 

 ア 通常通所介護事業（定員 40 名） 

 開 所 日 数 307 日 前年度比  ２日減 

年 間 目 標 11,280 名 目標達成率  95.4% 

延利用者数 10,764 名 前年度比  444 名減 

稼 働 率 87.6％ 同     3.9％減 

1 日 平 均 35 名 同     1.3 名減 
 

 イ 緩和通所介護事業（定員 15 名） 

 開 所 日 数 146 日 前年度比  ７日減 

年 間 目 標 1,898 名 目標達成率  76.1% 

延利用者数 1,445 名 前年度比  55 名増 

稼 働 率 65.9％ 同     5.3％増 

1 日 平 均 9.9 名 同     0.8 名増 
 

  

⑾介護サポートサ

ービス事業 

日中、家庭での介護が難しい要援護高齢者に対し、社会的孤

立感の解消と心身の機能の維持向上を図るとともに、在宅介護

者の介護負担の軽減を図った。主に、サービス利用により区分

支給限度基準額を超える方を対象に実施した。 

下半期から区分支給限度基準額を超えての利用者増が多く

目立った。今後も事業の推進を図っていく。 

 
開 催 日 数 307 日 前年度比 ２日減 

延利用者数 78 名 前年度比 40 名増 
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項  目 結  果 

⑿認知症対応型共

同生活介護事業

（グループホー

ムみなづる） 

認知症状態にある高齢者が、共同生活住居において自立した

日常生活を営めるよう援助を行った。入居者の入院時に短期利

用者の受入を行うとともに、新規入所者も受け入れた。 

開 所 日 数 365 日 前年度比  １日減 

延利用者数 3,250 名 同     ３名減 

稼 働 率 98.7％ 同    0.1％減 

 

  

⒀認知症対応型通

所 介 護 事 業 (み

なづるデイサー

ビスセンター） 

認知症状態にある高齢者に対して、共同生活居住において、

自立した日常生活を営めるよう援助を行い、家族の介護負担軽

減を図った。可能な限り利用者を受け入れたため稼働率が上昇

した。 

 開 所 日 数 243 日 前年度比  ２日増 

延利用者数 655 名 同    115 名増 

稼 働 率 89.8％ 同    15.1％増 

１ 日 平 均 2.7 名 同    0.5 名増 

 

  

⒁会津若松市河東

園芸ふれあいセ

ン タ ー の 運 営

（会津若松市受 

託） 

新型コロナウイルス感染症予防のため、笑いヨガやカラオケ

の活動については制限を設けながら、介護予防の拠点として高

齢者等の健康増進と生きがいづくりができるよう支援し、作業

を通しての世代間の交流や地域との交流を図った。 

利 用 日 数 78 日 前年度比 39 日減 

延利用者数 649 名 同    623 名減 
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９．共同募金・歳末たすけあい募金運動の推進 

項  目 結  果 

⑴赤い羽根共同募

同募金運動への

協力 

① 募金実績 

目標額 13,500,000 円 

  実績額 11,368,322 円 

  達成率    84.2％ 

 

種 別 件 数 実績額 前年度比 

戸別募金 44,315 件 7,487,550 円 25,800 円増 

法人大口募金 206 件 1,175,312 円 103,360 円増 

職域募金 101 件 1,610,927 円 999,578 円増 

学校募金 36 件 665,250 円 83,533 円増 

その他の募金 103 件 429,283 円 602,197 円減 

計 44,761 件 11,368,322 円 637,074 円増 
 

 

 

② 配分内容 

  広域配分として県内に配分  10,492,000 円 

  市町村配分として本会に配分    876,322 円 

 

⑵歳末たすけあい

募金運動への協 

力 

① 募金実績 

目標額 5,310,000 円 

  実績額 4,848,940 円 

  達成率    91.3% 

  

 

② 配分内容 

  生活困難世帯等へ配分      1,009,000 円 

  地域福祉事業費として本会に配分 3,839,940 円 

  

⑶災害たすけあい

義援金受付 

① 受付した義援金を各都道府県共同募金会に送金した。 

令和２年７月豪雨災害義援金 ７件 133,023 円 

令和２年７月大分県豪雨災害義援金 １件 15,000 円 

熊本県南豪雨義援金 ６件 155,000 円 

令和３年２月福島県沖地震災害義援金 1 件 50,000 円 

計 15 件 353,023 円 
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項  目 結  果 

 ② 災害義援金の受付窓口として協力した。 

  ア 令和３年２月福島県沖地震災害義援金 

  イ 令和２年７月豪雨災害義援金 

  ・熊本県南豪雨 

  ・大分県豪雨災害 

  ・岐阜県豪雨災害 

  ・鹿児島豪雨災害 

  ・福岡県豪雨災害 

 ウ 台風 19 号災害義援金 

 エ 平成 30 年７月豪雨災害 

 オ 平成 28 年熊本地震義援金 

  

  

１０．就業環境の改善 

項  目 結  果 

⑴臨時職員の処遇

改善 

基本給の賃上げ（昇給制度の導入）、事務職員、保育士等に対

する処遇改善手当の支給を実施し、位置づけを含めた抜本的な

見直しについては令和３年度に継続検討とした。 

  

⑵職員の創意工夫

の喚起と研修の

充実 

① 研修会への参加 

主にオンラインを活用した外部研修会等へ参加し、スキル

向上に務めた。 

  

 ② 職員研修の実施 

 

入職２年目までの職員を対象に、社協職員として求められ

る知識や心構えについての研修を実施したほか、コロナ禍に

おける研修スタイルに対応するため、オンラインでの研修手

法について学んだ。また、第２期地域福祉活動計画の策定に

あたり、職員自身が計画の趣旨や内容を理解するため、担当

課職員を講師とした各部署における内部研修を実施した。 

  

 ③ 自主研修支援制度の啓発 

   申請件数 １件  認定件数 １件 
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項  目 結  果 

⑶職場環境の整備 ① 安全衛生委員会の開催 ５回 

  

 ② 安全衛生通信の発行 10 回 

  

 ③ 事業所内の巡視・清掃 各部署随時 

  

 ④ 健康診断の実施 １回（GH みなづるは２回） 

  

 ⑤ 予防接種（インフルエンザ等）の実施 １回 

  

 ⑥ ストレスチェックの実施 １回 

  

 ⑦ ＰＣＲ検査費用の助成 21 件 

  

  

１１．社会福祉事業施設団体職員の共済事業 

項  目 結  果 

⑴会津若松市社会

福祉施設団体職

員共済事業 

 市内福祉施設に勤務する職員の福利厚生の充実を図った。 

① 加入状況 

  18 施設１団体 517 名（前年度比３名増） 

  

 ② 給付の状況 

  ア 退職給付金 33 名  68,123,850 円 

  イ 結婚祝い金 15 名    105,000 円 

  ウ 出産祝い金 15 名    45,000 円 

  エ 弔慰金    無 

  オ 傷病見舞金  無 

  

 ③ 融資状況    無 

  

④ 積立率 35.5％（令和３年３月 31 日現在） 

  （積立率＝令和２年度末保有資産／将来予定債務額） 


